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遠隔授業開始までの経緯

 3月中旬～ 遠隔授業の検討・準備を開始
 3月27日(金) 学校としての公式ツールをTeamsに決定
 3月31日(月) 遠隔授業講習会「Teamsによる授業方法」
 4月 9日(木) 通常授業開始
 4月10日(金) 臨時休校
 4月13日(月) 遠隔授業特別時間割を決定
 4月14日(火) 遠隔授業講習会「遠隔授業の授業設計」
 4月15日(水) 完全遠隔授業開始（全学生の95%以上が参加）
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1日だけ対面授業実施
新入生にアカウント配布



学生のネット環境についてのアンケート結果

・遠隔授業に参加可能（通信容量不安なし） 78％
・遠隔授業に参加可能（通信容量不安あり） 21％
・遠隔授業に参加できない 1％

（苫小牧高専の環境）

・全学生の約4割が寮生

・閉寮のため、留学生・一部学生を除き自宅へ
（学校周辺での一人暮らしは少ない）
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遠隔授業特別時間割

極力午前中のみ
(負担･健康に配慮)

一般科目は
学年合同も

朝から授業
(規則正しい生活)
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遠隔授業のルール

小テストまたは簡単な課題を実施（必須）
・各授業で最低限理解してもらいたい内容
・学生が自分で理解度を確認可能な内容
・LMSやFormsの活用を推奨

学生の通信環境に配慮
・ライブにできない学生に、録画や講義資料を提供すること

・出欠確認になる

・定期試験が実施でき
ないときの対策にも！
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遠隔授業のルール

授業方式
・原則として時間割に基づく同時双方向型（テレビ会議方式）
・カメラ（映像）は極力使用せず、資料の共有を活用すること

＜Teamsでの実測＞
画面共有 ＋音声 … 100kbps
画面共有＋カメラ＋音声 … 300kbps

カメラ＋音声 … 800kbps

＜1ヶ月間の遠隔授業に必要なデータ容量＞
・画面共有＋音声 … 約4GB
・カメラ＋音声 … 約30GB
※カメラは教員のみ使用（学生もカメラを使うと約２倍）
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Teamsの設計

学年チャネル

クラスチャネル

学校全体のチーム

他の授業方法を参考に

→ＦＤ！
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学生はココ

教員はココ



遠隔授業実施状況の共有

出席状況率確認

トラブルと
対応策を共有

8



遠隔授業実施後の学生アンケート結果
参加率

・約９５％ （約９５０人）以上

２日間受講直後のアンケート結果
(1)遠隔授業はどうでしたか?

通常授業より効果的→14％
通常授業と同等 →42％
通常授業に劣る →44％

(2)遠隔授業の方法等で改善して欲しいことがありますか?
・学生のマイクでの発表に関すること
・チャットのマナー指導に関すること
・録画や講義資料の提供に関すること 9

56％

ＰＣ →約８割
スマホ→約２割



遠隔授業で注意すること

教員のスキルアップ
・とにかくやってみる（習うより慣れろ!）

学生の 受講環境（ネット環境を含む）に配慮
・学生のカメラ・マイク使用を強制しない
・音声とチャットをうまく併用する

学生のリテラシーを信用しすぎない
・画面キャプチャーをSNSに投稿させない（著作権・肖像権）
・学生の不適切・不快な発言はその都度注意
・学生は授業の裏（Twitter等）で情報交換していることに留意
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実は重要！
何か問題が起きれば

遠隔授業ができなくなる！



学生に支持される授業形態

オンデマンド型教材を使った同時双方向型授業
授業の流れ（スケジュール）を提示した上で

解説動画提供 ＋ 演習 ＋ 質疑応答（音声･チャット）
（オンデマンド） （各自） （ライブ）

時間 授業内容 資料
9:00 授業の流れと出席確認（ライブ） Forms
9:05 例題8（解説動画視聴） 動画1(0.01ギガ)
9:10 問8（各自演習）
9:30 解説と質疑応答（ライブ）
9:45 例題9（解説動画視聴） 動画2(0.02ギガ)
9:50 問9（各自演習）
10:10 解説と質疑応答（ライブ）
10:25 振り返り（ライブ） Forms

課題提出 Blackboard
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通信容量に配慮
高画質と低画質を
用意する教員も



学生に支持される授業形態

オンデマンド型教材を使った同時双方向型授業

■オンデマンド教材併用がよい
■ライブのみの授業がよい

（学生の反応）
・解説動画（Stream）は一時停止したり、繰

り返し視聴できるのがよい。
・オンデマンドだけだと後でやろうと思って

もなかなか取り組めないが、ライブもある
のでやるしかない。

・オンデマンド教材の喋り方が早すぎる。
→学生の反応を見ないで録画するから?
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85％

15％



留学生への配慮

学生寮の留学生
・寮で遠隔授業に参加

来日できていない留学生
・海外から遠隔授業に参加

（ただし、教科書を渡すことができていない）
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購入予定の教科書であっても
PDFで送るのは出版社の許諾が必要⁉



ネット環境のない学生への配慮

Wifiが利用できる教室や図書館を開放
→原則として学生は登校禁止

学校がレンタルしたモバイルルーターを貸し出す
→レンタル可能な端末を探すのが困難な状況

講義資料や課題を郵送
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